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研究成果の概要： 

次世代骨修復材料を創出するためには、生体骨との初期界面反応を自発的に促進させる材料を創
製することが重要となる。そのために、材料内に特異なエネルギー準位を作り出すアプローチを着想し、
層間領域を持つ結晶性ケイ酸カルシウムであるトバモライトをマトリックスとして選定した。生体骨との
初期界面反応である材料上へのタンパク質吸着特性を評価した結果、トバモライトはリン酸カルシウム
セラミックスである水酸アパタイトと異なる吸着挙動を示し、塩基性タンパク質に対して選択的に吸着し
た。これはトバモライトの層状構造に起因すると思われる。また、トバモライト内に新しいエネルギー状
態を作り出するために、トバモライトへのリン酸イオンの導入を試みた。XRD、NMR、XRF 解析結果より、
リン酸イオンはカルシウムイオンと Ca3(PO4)2 クラスターを形成し、トバモライトのシリケート層間領域に
導入され、トバモライトの c 軸を伸展させた。また、第一原理計算結果から、クラスターの導入により電
子状態変化を誘起することを確認した。 
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